
令和４年（２０２２年）１０月３０日 こだいら 市 議 会 だ よ り 2

区分 番号 件名 議決結果

政和 公明 フォ 共産 一人 生ネ 市民
賛　

成

反　

対

比
留
間
洋
一

鈴
木　

洋
一

石
津
は
る
か

外
山
ま
な
み

福
室　

英
俊

松
岡
あ
つ
し

山
田　

大
輔

虻
川　
　

浩

山
岸
真
知
子

佐
藤　
　

徹

津
本　

裕
子

橋
本　

孝
二

幸
田　

昌
之

吉
本
ゆ
う
す
け

川
里　

富
美

岡
田
し
ん
ぺ
い

中
江　

美
和

細
谷　
　

正

き
せ
恵
美
子

鈴
木
だ
い
ち

伊
藤　
　

央

橋
本　

久
雄

安
竹　

洋
平

さ
と
う
悦
子

山
浦
ま
ゆ
み

水
口
か
ず
え

議員提
出議案 第６２号

議案第２５号小平市教育委員会教育長の任
命につき同意を求めることについて、採
決前に候補者が議会に対し所信を述べる
ことを求める決議

否　決 〇 〇 〇 〇 〇

※
議　

長

〇 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × １１ １４

市長提
出議案

第２８号 令和４年度小平市一般会計補正予算（第４号）原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 ２２ ３

第３２号
小平市の議会の議員及び長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例の一
部を改正する条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × ２１ ４

第３３号
小平市個人番号の利用並びに特定個人情
報の利用及び提供に関する条例の一部を
改正する条例

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 × ２２ ３

○：賛成　　×：反対 ※ 議長は表決に加わりません。
注 １　市長提出議案第２５号　教育委員会教育長の任命同意を求める議案については、無記名投票による採決の結果、同意しました。

主
な
議
案

主
な
議
案

可
決
、
同
意
し
た
議
案
か
ら

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

令
和
令
和
４４
年
度
一
般
会
計

年
度
一
般
会
計  

補
正
予
算
（
第

補
正
予
算
（
第
４４
号
）
号
）

　

本
補
正
予
算
は
、
令
和
３
年
度
の

決
算
を
基
に
、
繰
越
金
や
返
還
金
等

の
整
理
に
伴
い
確
保
さ
れ
る
財
源
を

活
用
し
、
公
共
施
設
の
適
切
な
維
持

や
環
境
配
慮
の
促
進
の
た
め
、
省
エ

ネ
化
や
設
備
の
更
新
等
を
今
後
重
点

的
に
取
り
組
む
も
の
と
し
て
、
公
共

施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立
を
行
う
と

と
も
に
、
公
共
施
設
の
修
繕
等
や
公

園
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
１０
月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
東
京
都
か
ら
支

援
物
資
が
届
い
て
い
な
い
自
宅
療
養

者
及
び
濃
厚
接
触
者
に
引
き
続
き
食

料
品
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
負
担
軽
減

対
策
の
追
加
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
、
感
染
防
止
徹
底
協
力
金
に
よ
る

事
業
者
支
援
、
介
護
事
業
所
、
障
害

事
業
所
等
に
対
し
て
省
エ
ネ
家
電
買

換
え
、光
熱
水
費
等
を
支
援
し
ま
す
。

　

新
た
に
実
施
す
る
事
業
と
し
て
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

事
業
継
続
の
た
め
の
臨
時
対
策
、
令

和
６
年
度
の
小
平
第
四
小
学
校
へ
の

自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
特
別
支
援
学

級
設
置
の
準
備
等
を
行
い
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
規
模
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
８７
億
８
千
３
百
１３
万
１
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
８
百
６９
億
７

千
６
百
７６
万
５
千
円
と
し
ま
す
。

　

財
源
構
成
と
し
て
は
、
普
通
交
付

税
、
国
庫
支
出
金
、
都
支
出
金
、
繰

入
金
、
繰
越
金
等
を
増
額
し
、
臨
時

財
政
対
策
債
を
減
額
し
ま
す
。

令
和
令
和
４４
年
度
一
般
会
計

年
度
一
般
会
計  

補
正
予
算
（
第

補
正
予
算
（
第
５５
号
）
号
）

　

本
補
正
予
算
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

食
料
品
等
の
価
格
高
騰
を
踏
ま
え
た

国
の
予
備
費
措
置
等
に
対
応
し
、
市

と
し
て
速
や
か
に
着
手
す
る
必
要
が

あ
る
事
業
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
電
力
、
ガ

ス
、
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
に
よ
る

負
担
増
を
踏
ま
え
、
特
に
家
計
へ
の

影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
に
対
し
、

１
世
帯
当
た
り
５
万
円
給
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
及
び
住
居
確
保
給

付
金
の
特
例
措
置
の
申
請
期
限
を
１２

月
末
ま
で
延
長
す
る
ほ
か
、
戸
籍
情

報
シ
ス
テ
ム
再
構
築
に
向
け
て
債
務

負
担
行
為
を
追
加
設
定
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
規
模
は
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１６
億
２
千
３
百
３２
万
４
千

円
を
増
額
し
、
総
額
を
８
百
８６
億
８

万
９
千
円
と
し
ま
す
。

　

財
源
構
成
と
し
て
は
、
国
庫
支
出

金
を
増
額
し
ま
す
。

義
務
教
育
就
学
児
の
医
療
費
の

義
務
教
育
就
学
児
の
医
療
費
の  

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を  

改

正

す

る

条

例

改

正

す

る

条

例

　

児
童
の
保
健
の
向
上
と
健
全
な
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
子

育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童
の
医

療
費
の
助
成
に
係
る
所
得
制
限
を
撤

廃
し
、
文
言
の
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

改
正
の
内
容
は
、
所
得
制
限
の
対

象
を
、
９
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
３１
日
の
翌
日
か
ら
１５
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
３１
日

ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
者
に
限
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

施
行
期
日
は
、所
得
制
限
撤
廃
は
、

令
和
５
年
４
月
１
日
、
そ
れ
以
外
の

文
言
整
理
は
、
公
布
の
日
で
す
。

　

な
お
、
附
則
で
施
行
期
日
前
に
医

療
証
を
交
付
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

高
校
生
等
の
医
療
費
の

高
校
生
等
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例

助
成
に
関
す
る
条
例

　

高
校
生
等
に
係
る
医
療
費
の
一
部

助
成
に
よ
り
、
高
校
生
等
の
保
健
の

向
上
と
健
全
な
育
成
を
図
り
、
子
育

て
支
援
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
新
た
に
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

　

助
成
の
範
囲
は
、
各
健
康
保
険
に

よ
る
医
療
給
付
を
受
け
た
場
合
の
自

己
負
担
３
割
か
ら
、
一
部
負
担
金
相

当
額
を
控
除
し
た
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
者
は
、
１５
歳
に
達
す

る
日
の
翌
日
以
後
の
最
初
の
４
月
１

日
か
ら
、
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る

高
校
生
等
を
養
育
し
て
い
る
者
で
、

児
童
手
当
受
給
資
格
と
同
様
の
所
得

制
限
を
適
用
し
ま
す
。

　

施
行
期
日
は
、
令
和
５
年
４
月
１

日
で
す
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
教

育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

古
川　

正
之
氏

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

望
月　

克
浩
氏

固
定
資
産
評
価
審
査

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

委
員
会
委
員
の
選
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

米
野　

純
一
氏

決

議

　

決
議
と
は
、
市
議
会
の
意
思
を
対

外
的
に
表
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
な
ど
の
理
由
で
行
わ
れ
る
議
決
の

こ
と
で
す
。（
要
旨
掲
載
）

上
司
の
指
示
の
な
い
所
定
外
労
働
の

上
司
の
指
示
の
な
い
所
定
外
労
働
の

防
止
や
公
務
災
害
補
償
の
周
知
な
ど
、

防
止
や
公
務
災
害
補
償
の
周
知
な
ど
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
労
働
環
境
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の
労
働
環
境
の

改

善

を

求

め

る

決

議

改

善

を

求

め

る

決

議

　

仲
町
公
民
館
で
始
業
前
に
会
計
年

度
任
用
職
員
が
上
司
の
指
示
の
な
い

所
定
外
労
働
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
１５
日
、
当
該
職
員
の
求
め
で

公
民
館
長
等
と
の
話
合
い
が
行
わ
れ
、

雇
用
関
係
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
や
、

始
業
前
等
の
上
司
の
指
示
の
な
い
所

定
外
労
働
の
実
態
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

当
該
職
員
は
初
日
か
ら
連
続
１２
日

間
勤
務
で
し
た
。
総
労
働
時
間
は
約

７０
時
間
、
う
ち
４０
時
間
は
上
司
の
指

示
の
な
い
所
定
外
労
働
で
し
た
。

　

上
司
の
指
示
の
な
い
所
定
外
労
働

は
長
期
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
と
思
わ

れ
、
ほ
か
の
職
場
で
も
行
わ
れ
て
い

る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
小
平
市
に

対
し
、
次
の
こ
と
を
求
め
ま
す
。

１　

な
ぜ
今
回
の
よ
う
な
上
司
の
指

示
の
な
い
所
定
外
労
働
が
行
わ
れ
て

き
た
の
か
調
査
し
、
原
因
を
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
再
発
防
止
の
た
め
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２　

全
て
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
、

小
平
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
及
び
同
施
行
規
則
を
改
め
て

周
知
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
し
ま
す
。

議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否
注１９月定例会

会派名略称
（　）内は各会派の議員数

政和：政和会（７）　　公明：市議会公明党（６）　　フォ：フォーラム小平（４）　　共産：日本共産党小平市議団（３）　　一人：一人会派の会（３）
生ネ：生活者ネットワーク（２）　　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）

全会一致で議決した議案等（議長は表決に加わりません。）
区分 番号 件名 議決結果 番号 件名 議決結果
議員提
出議案 第６１号 上司の指示のない所定外労働の防止や公務災害補償の周知

など、会計年度任用職員の労働環境の改善を求める決議 原案可決

市長提
出議案

第２６号 小平市教育委員会委員の任命同意 同　意 第３７号 小平市高校生等の医療費の助成に関する条例 原案可決
第２７号 小平市固定資産評価審査委員会委員の選任同意 同　意 第３８号 小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

第３０号 令和 ４年度小平市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 １号） 原案可決 第４０～
４３号 市道路線の認定 原案可決

第３１号 令和 ４年度小平市介護保険事業特別会計補正予算（第 １号） 原案可決 第４４～
４５号 市道路線の廃止 原案可決

第３４号 小平市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例 原案可決 第４６号 湖南衛生組合を組織する地方公共団体の数の増加及び湖南

衛生組合規約の変更 原案可決

第３５号 小平市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 第５２号 令和 ４年度小平市一般会計補正予算（第 ５号） 原案可決

第３６号 小平市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部
を改正する条例 原案可決

請願
第１７号 放課後等デイサービス事業所への支援を求めることについ

て 採　択 第１９号 補聴器購入助成により加齢性難聴者への聞こえの支援を求
めることについて 採　択

第１８号 回田町の開発に伴い、安全な生活道路等の確保を小平市が
主体的に実現することを求めることについて 採　択


